
森林サービス産業（仮称）で加速する地方創生

2019年 2月 4日

久保田 穣



日本観光振興協会は、地域がもつ固有の資源・文化を活かし地域住民とともに持続可能に再生・発展させる
サスティナブルツーリズムの考えにのっとり、魅力ある観光地づくり、広域観光の推進、双方向交流の活性化
等の事業を通じて、地域経済および観光産業の発展、国民の生活や文化の向上、国際親善等に貢献し、
観光立国の実現を目指す我が国の観光に関するナショナルセンターです。

日本観光振興協会の概要
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ツーリズムの経済波及効果・雇用創出効果

2

世界では約8.3兆ドル
世界全体のGDPの10.4％

を占める大きな産業

世界では約3億1322万職

世界全体の雇用の9.9％
を占める大きな産業

世界における産業の雇用創出効果世界における産業の経済波及効果

出典：Travel & Tourism Economic Impact 2018 World (WTTC)

日本における観光の経済波及効果

出典：観光白書 平成30年度版
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2020年目標 8兆円

訪日外国人旅行消費額と製品別輸出額との比較(2017年)

出典 訪日外国人旅行消費額：訪日外国人消費動向調査（観光庁）
上記以外：貿易統計2017年値（財務省）

（億円）

○ 2017年の訪日外国人旅行消費額は4兆4,162億円で、電子部品の輸出額を超える水準
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2030年目標15兆円



日本版ＤＭＯの役割、多様な関係者との連携

多様な関係者との連携

日本版ＤＭＯ宿泊施設

交通事業者

商工業

飲食店
農林漁業

・個別施設の改善
･品質保証の導入

・農業体験プログラムの提供
・６次産業化による商品開発

・ふるさと名物の開発
・免税店許可の取得

・二次交通の確保
・周遊企画乗車券の設定

・「地域の食」の提供
・多言語、ムスリム対応

･観光振興計画の策定
･プロモーション等の
観光振興事業

･インフラ整備（景観、道
路、空港、港湾等）
･文化財保護･活用
･観光教育
･交通政策
･各種支援措置

行政

日本版ＤＭＯの役割

観光地域づくりの一主体として実施する
個別事業

（例）･着地型旅行商品の造成･販売、
･ランドオペレーター業務の実施 等

地域住民

･観光地域づくりへの理解
・市民ガイドの実施

① 日本版ＤＭＯを中心として観光地
域づくりを行うことについての
多様な関係者の合意形成

② ･各種データ等の継続的な
収集･分析、
･明確なコンセプトに基づいた
戦略の策定、
･ＫＰＩの設定･ＰＤＣＡサイクルの
確立

③ 関係者が実施する観光関連事業と

戦略の整合性に関する調整･仕組み
作り、プロモーション

観光客の呼び込み

地域一体の魅力的な観光地域づくり
戦略に基づく一元的な情報発信・プロモーション

観光による地方創生
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内外の人材やノウハウを取り込みつつ、多様な関係者と連携



観光ディスティネーションの国際基準
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・観光4条件

気候 自然 食事文化

・ミシュラン・グリーンガイド 9つの基準
1.旅行者がその観光地を訪れた時に受ける第一印象
2.その場所の知名度
3.文化財の豊かさ（記念建造物や美術館の数）、レジャーの充実ぶり（アクティビティ数）
4.受賞歴やユネスコの世界遺産などの公的評価
5.芸術品や史跡の固有の美術的価値
6.美観
7.作り物ではない本物としての魅力と調和
8.旅行のしやすさと利便性（施設整備、アクセス、維持管理など）
9.旅行者の受け入れ姿勢の質

多様性
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古民家を利用した
分散型ホテル

割烹ジビエ

里山の観光地域づくり

ワイナリー

里山DMO
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